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■交流会議（１４：００～１５：３０）　
　テーマ：「忠臣蔵の“こころ”を伝える」
　内　容：参加自治体が、テーマに沿って自治体の紹介

や忠臣蔵との関わりを説明するほか、人と人
との絆・心の大切さを伝える取組について、
事例発表を行います。

■記念講演（１５：４０～１６：４０）　
　講　師：園田学園女子大学名誉教授　田辺眞人さん
　テーマ：「歴史の心ときずな 忠臣蔵から見る郷土愛」

参 加 自 治 体 一 覧

北 海 道 砂 川 市

岩 手 県 一 関 市

茨 城 県 笠 間 市

茨 城 県 桜 川 市

東 京 都 墨 田 区

愛 知 県 西 尾 市

兵 庫 県 豊 岡 市

兵 庫 県 赤 穂 市

兵 庫 県 篠 山 市

兵 庫 県 加 西 市

岡 山 県 津 山 市

広 島 県 三 次 市

熊 本 県 山 鹿 市

兵 庫 県 加 東 市

開催日　１１月１８日(金)　　場所　滝野文化会館
※予約不要で、どなたでもお越しいただけます。

　
１１
月
１８
日
、
忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の

自
治
体
を
全
国
か
ら
招
き
、「
忠

臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
加
東
市
と
赤

穂
義
士
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　　
赤
穂
市
と
遠
く
離
れ
た
加
東
市

で
、
ど
う
し
て
赤
穂
義
士
な
の
か
、

不
思
議
に
思
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実

は
江
戸
時
代
に
は
、
加
東
郡
内
に

赤
穂
藩
の
領
地
が
数
多
く
あ
っ
た

の
で
す
。

　
正
保
２
年
（
１
６
４
５
）、
常
陸

国
の
笠
間
藩
主
で
あ
っ
た
浅
野
長

直
（
あ
さ
の
な
が
な
お
）
が
、
領

地
を
赤
穂
・
佐
用
・
加
西
・
加
東

の
４
郡
に
移
さ
れ
、
赤
穂
藩
浅
野

家
と
な
り
ま
し
た
。
穂
積
地
区
に

は
赤
穂
藩
の
陣
屋
も
お
か
れ
、
元

禄
期
に
は
、
赤
穂
義
士
の
参
謀
役

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
吉
田
忠
左

衛
門
（
よ
し
だ
ち
ゅ
う
ざ
え
も
ん
）

が
、
加
東
郡
代
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　
赤
穂
へ
移
っ
て
き
た
頃
、
長
直

に
は
子
ど
も
が
な
か
っ
た
た
め
、

母
方
の
親
類
か
ら
養
子
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
が
後
に
家
原
浅
野
家

を
興
す
浅
野
長
賢
（
な
が
か
た
）

で
す
。

　
そ
の
後
、
長
直
に
実
子
が
生
ま

れ
た
た
め
、
寛
文
１１
年
（
１
６
７

１
）、
長
賢
は
加
東
郡
内
に
３
５

０
０
石
を
与
え
ら
れ
、
家
原
地
区

に
陣
屋
を
構
え
ま
し
た
。
家
原
浅

野
家
の
誕
生
で
す
。

　
赤
穂
藩
浅
野
家
は
、
元
禄
１４
年

（
１
７
０
１
）、
江
戸
城
松
の
廊
下

の
刃
傷
事
件
で
断
絶
し
ま
す
が
、

家
原
浅
野
家
は
そ
の
影
響
を
受
け

ず
、
３
５
０
０
石
の
旗
本
と
し
て

幕
末
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
観
音
寺
は
家
原
浅
野
家
の
祈
願

所
と
し
て
、
元
禄
１２
年
（
１
６
９

９
）
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
時
は
流
れ
江
戸
末
期
、
混
迷
す

る
幕
末
の
世
相
を
嘆
い
た
善
龍
院

住
職
・
明
範
（
め
い
は
ん
）
は
、

主
君
へ
の
忠
義
に
努
め
た
赤
穂
義

士
の
遺
薫
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う

と
、
義
士
の
供
養
墓
碑
の
建
立
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
応
じ

て
、
現
在
の
加
東
市
だ
け
で
な
く
、

北
播
磨
の
旧
赤
穂
藩
領
の
村
々
を

中
心
に
、
多
く
の
寄
附
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
明
範
が
、
当
時
の
家

原
浅
野
家
の
当
主
で
あ
っ
た
浅
野

長
祚
（
な
が
よ
し
）
に
墓
碑
建
立

に
つ
い
て
相
談
し
、
観
音
寺
へ
の

勧
進
が
決
ま
り
ま
し
た
。
弘
化
４

年
（
１
８
４
７
）
の
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
て
浅
野
内
匠
頭
の
石
碑

を
中
心
に
、
大
石
良
雄
ら
四
十
七

士
の
石
碑
が
取
り
巻
く
形
で
祀
ら

れ
た
菩
提
所
が
、
境
内
に
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
年
の
嘉
永

元
年
（
１
８
４
８
）
に
は
、
義
士

の
忠
誠
を
た
た
え
た
文
を
刻
ん
だ

「
薦
誠
碑
」
が
、
長
祚
に
よ
り
菩

提
所
の
側
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
後
、
観
音
寺
は
北
播
磨
に
お

け
る
義
士
顕
彰
の
拠
り
所
と
し
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
、
吉
良
邸
討
ち
入
り
の
１２

月
１４
日
に
は
、
奉
賛
会
に
よ
っ
て

義
士
祭
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
時

を
偲
ん
で
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

薦
誠
碑
（
観
音
寺
境
内
）

せ
ん
せ
い
ひ

右：大悲山観音寺は、十一面観音菩薩立像を本尊とし、貞享３年（１６８６）に開基、元禄１２年（１６９９）に本堂が
建立されました。　左上：毎年１２月１４日には義士祭が行われます。　左下：観音寺境内に設けられた菩提所

駅伝大会･剣道大会
　義士祭の日には、刃傷事件を
知らせる早かごにちなんだ駅伝
大会や、討ち入りにちなんだ剣
道大会が行われています。

了徳寺山門（高岡）
　穂積地区にあった赤穂藩浅野
家の陣屋の門が移設され、山門
として用いられています。

りょうとくじさんもん

与五郎橋（新町）
　聖神池の築造資材を搬送する
ために、赤穂義士の 1 人である
神崎与五郎によって架けられた
といわれています。

聖神池（多井田）
　赤穂義士の 1 人で、加東郡代
を務めた吉田忠左衛門により築
造されたといわれています。

ひじりがみいけ

状ヶ池（木梨）
　吉田忠左衛門により築造され
ました。築造中に刃傷事件を知
らせる書状が届いたことから、そ
の名が付いたといわれています。

赤岸（家原）
　観音寺がある「赤岸」という
地名は、「あこうぎし」がなま
ったものといわれています。

あかぎし

よごろう ばし じょうがいけ

　市内にある浅野家ゆかりの場所や、忠臣蔵にちなんだイベントの
一部をご紹介します。

上三草、下三草、牧野、曽我、多井田、北野、穂積、西垂水、窪田、上中、喜田、梶原、木梨、家原、
鳥居、田中、貝原、河高、野村、上田、福吉、大門、沢部　（下線は家原浅野家に分知された村）

問い合わせ　地域整備部地域振興課（東条庁舎）　 ４７－１３９４


